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Ｉ　 はじめに
新指導要領においては，科学技術の進歩と，社会の
情報化に対応できる新たな資質の育成が求 められて，
中学校では平成５年度より技術・家庭科で「情報基礎」
が新設されるなどコンピュータの導入が急速に進んで
きている。学校教育におけるコンピュータ導入の意図
は，次の２点にまとめることができる。
①情報活用能力 の育成
情報活用能力とは，情報及び情報手段を主体的に選
択し活用していくための個人の基本的な資質を意味す
る1）。そして，臨時教育審議会の教育に関する第二次
答申において は，情報活用能力を「読み，書き，算盤」
と並ぶ基礎・基本として位置づけている。
②コンピュータ活用による学習指導方法の改善
これまで学習指導で不足していた面をコンピュータ
で支援し，学習指導方法の改善に役立てる。
しかし，コンピュータを活用した中学校社会科の授
業実践においては，新たに学校教育に求められている
情報活用能力 との関連をふまえた活用の仕方がはっき
りしていない。しかも，実際使われているソフトウェ
アも，ドリル型学習に見られるような暗記社会科の授
業とさほど変わらないものも多 く，社会科の教科とし
ての特性をふまえた活用が十分に行われず，学習指導
法の改善に役立っているとは言えない。
そこで，本論文では全国 の中学校において社会科授
業でコンピュータを活用した実践事例や，公共の研究
機関から提供されたソフトウェアなど収集できた７７
事例を考察対象とする。それらの基本的性格を，社会
の情報化に求められている情報活用能力 との関連をふ
まえた分析と，社会科の特性をふまえた教科教育的検
討を加えて解明する。さらに，それらの特性と課題を
考察することによって中学校社会科学習ソフトウェア
の開発と活用についての理論的・実践的示唆を得るこ
とを目的とする。
ｎ　 中学校社会科学習ソフトウェアの学習形態の類型
情報活用能力の意味は一般的には，前述の「はじめ
に」の他に，田中博之氏の「情報能力表」2）や八重柏
新治氏の「情報能力 の段階」3）にも見られる。これら
の情報活用能力との関連において収集事例を分類する
と，情報の受け手 の立場で学習者が情報を受け身的に
利用している「情報受容型」と，情報の使い手と情報
の作り手の立場まで関わり，情報を能動的に利用する
厂情報活用型」の２つに大別できる。 さらに「情報受
容型」は利用する目的により「情報の定着」と「情報
の理解」に分けることができる。一方，「情報活用型」
は，蓄積されたデータベース等から必要な学習を検索
する「情報の検索的処理」とコンピュータの機能を利
用してグラフや表，また，教材を作成する「情報の作
成的処理」に類型することができる。これらの各類型
にソフトウェアの形態的特性を対応させると表１のよ
うに細分化することができる4）。
表１　 中学校社会科学習ソフトウェアの基本的形態
《
a. 情報の定叶 ア’即時定着ドリル型
イ．診断治療ドリル型
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イ，解説型
b. 情報の理解‾ﾚｳ ，解説・検索型
エ．模擬体験型
情報
活用
Ｃ‘ 情報 の　　　　 ア，文字情 報データベース型
型　
検索的処理
てｲl
静止画 像併 用デ７ 夕
ﾘ ＼　　　　　 　　
ベース型
d' 情報の　　　　 ア，統合的 操作型
作成的処理
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． 支援的 操作型
［ １］情報受容型における学習ソフトウェアの形態
この形態は，学習者がコンピュータを学習指導にお
いて利用し，得られた情報を情報作成者の意図に即し
て理解したり習得したりするものである。このように，
情報を受容している型としては４６事例ある。
ａ， 情報の定着
この形 態は，学習者がコンピュータの利用によって
得られた情報を，情報作成者の意図に即して習得した
り，定着したりするもので，１９事例ある。
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ア）即時定着ドリル型：一斉授業後等のまとめの段階
で，問題を提示し正誤判定を行い，即時的に学習内
容の理解の確認や知識の定着をドリル的に図る型で，
「第一次世界大戦」（山形県教育センター）等， ２
事例ある。
イ）診断治療ドリル型：単元が終わった後などに，問
題が提示され，正誤判定をしながら学習者の知識や
概念の誤りの矯正や知識の再定着をドリル的に図る
型で，「時代順の覚え方」（鹿児島県祁答院中学校）
等，１７事例ある。
ｂ ，情報の理解
この形態は，学習者がコンピュータの利用によって
得られた情報を，情報作成者の意図に即して理解する
ことで，２７事例ある。
ア）提示型：一斉指導等において学習内容の教授資料
として演示または提示して使用する型で，「国土と
自然「（東京都尾久八幡中学校）等， ３事例あ る。
イ）解説型：概念形成や知識の習得を，教授者が行っ
ていくのと同様の形態で，コンピュータが教授者の
機能を代行していくように作られており，画面が説
明的フレームでチュートリアル的に構成されている
型で，「江戸時代の農民」（相模原市教育委員 会）
等，１１事例ある。
ウ）解説・検索型 ：解説型 の手法で構成されているが，
課題解決に必要な資料がコースの中に設定されてお
り，学習者がその資料を検索できるようになってい
る型で，「室町時代丁（茨城県竹園東中学校） 等，
３事例ある。
エ）模擬体験型：実際には体験できない状況をコンピュー
タの中で設定し，その疑似環境の中で学習活動がで
きるように構成されている型である。ゲーム的な要
素を取り入れ概念の理解や形成を図ったりするもの
もある。この類型に該当する事例は「世界の気候」
（埼玉県高麗川中学校）等，１０事例ある。
［ ２ ］情報活用型における学習ソフトウェアの形態
この形態は学習者が自ら主体的に探求する知的道具
としてコンピュータが活用され，得られた情報につい
て自ら考え，判断，選択，表現しその過程において情
報活用能力の育成を合わせて図る型で，３３事例ある。
ａ，情報の検索的処理
この形態は，学習者が問題解決などの目的のために
蓄積されたデータベースから，必要な学習の情報を検
索するために，コンピュータを利用する型で，２３事
例ある。
ア）文字情報データベース型：学習資料に統計グラフ，
図表，文書説明等の文字情報で構成されたデータ
ベースが作成してあり，学習者は必要に応じて資料
を検索するようになっている型で「南西諸島と沖縄」
（兵庫県山崎西中学校）等，１６事例ある。
イ）静止画像併用データベース型：学習資料の中に文
字情報のデータベースの他に， スチールビデオを併
用した静止画像やイメージスキャナから取り込んだ
写真資料等を使用している型で，「近畿地方」（茨
城県桜中学校）等，７事例ある。
ｂ．情報の作成的処理
この形態は，学習者がコンピュータの種々の機能を
使いながらグラフや表の作成，あるいは教材を作成す
るためにコンピュータを利用する型で，１０事例ある。
ア）統合的操作型：「図形作成」「表計算」「データ
ベース」の統合的なソフトウェアを活用して，グラ
フ化などの処理をしながら目的に応じた新しい情報
を作成，表現する型で「中部地方の農業」（愛媛県
重信中学校）等，７事例ある。
イ）支援的操作型：教材や地図作成等 の支援的ソフト
を利用して新しい情報を作成，表現する型で，「歴
史大工さん」（ヒューマンソフト）等，３事例ある。
Ⅲ　中学校社会科学習ソフトウェアの学習目標の類型
社会科の目標は，学習指導要領で見られるように知
識，理解，態度，能力，技能等に大きく分けられるが，
学習指導要領（昭和62年版）の基本的なねらいをうけ
て作成される指導要録では「知識・理解」，「社会的
思考・判断」，「資料活用の能力」， 「社会的事象に
対する関心・態度」の４つの観点項目に分けている。
これらの観点に対応させて，中学校社会科学習ソフト
ウェアの目標を類型すると次のようになる。「知識・
理解」については，ドリル型ソフトウェアに見られる
ような反復練習などにより，既に学習した知識や概念
などの定着を図る『知識定着』と，知識や概念などを
理解させる『知識理解』に分けることができる。「社
会的思考・判断」については，社会的思考や判断をさ
せ名ことに重点をおいて学習させる『思考判断』 に，
「資料活用能力」については，目的に応じた資料の選
択や新たな資料の作成を意図した「資料活用」に分類
できる。なお，「社会的事象に関する関心・態度」に
ついては，すべての学習活動に関 わることであり，ソ
フトウェアそのものの分析では見えてこないので類型
の枠からは外した。さらに，それぞれの目標を細分化
すると表２のようになる5）。
1　 知識定着を目標とした学習ソフトウェアは次のよ
うに分けられる。
ａ. 地理的社会事象の知識定着：地理的社会事象・出
来事に関する知識の定着を図ることを ねらいとし，
「日本の地形等の名前を覚えよう」（米田良國）等，
６事例ある。’
･－30 －
ｂ。 歴史的社会事象の知識定着：歴史的社会事象・出
来事に関する知識の定着を図ることをねらい とし，
「明治時代」（鹿児島県鶴川内中学校）等，８事例
ある
Ｃ，　公民的社会事象の知識定着：公民的社会事象・出
来事に関する知識の定着を図ることをねらいとし，
「三権分立」（鹿児島県祁答院中学校）等，５事例
ある。
表２　中学校社会科学習ソフトウェア学習目標類型
ａ.地理的社会 事象の知識定着
１， 知識 定着
七b.
歴史的社会事 象の知識定着
c.公民的社会事象 の知 識定着
ａ.社会的事象の目的理解
.　　　　　　　b.社会的事象の性格理解２ 知識理解
①
ｃ 社会的事象の過程理解
d,社会的事象の概念・構造理解
３
ａ. 社 会 的 事 象 の 比較 ・ 関 連 思 考
， 思 考 判 断 こb.
社 会 的 事 象 の 因果 関 係 思 考
４..　　　　　　 ａ. 社 会 的 事 象 の資 料 選 択
．
資 料 活用 二b.
社 会 的 事 象 の資 料 作 成
２　知識理解を目標とした学習ソフト ウェアは次のよ
うに分けられる。
ａ.　社会的事象の目的理解：社会的事象・出来事につ
いて，政策や支配の意図などの目的に関する理解を
図 ることをねらいとし，「明治維新」（相模原市教
育委員会）等，２事例ある。
ｂ． 社会的事象の性格理解：社会的事象 。’出来事につ
いて特徴的な性質や，共通にみられる性質などの性
格に関する理解を図ることをねらいとし，「身近な
地域」（奈良県新庄中学校）等，２１事例ある。
（Ｅ　社会的事象の過程理解：社会的事象・出来事につ
いて時間的順序に従って関係づけられた歴史的な流
れなどの過程に関する理解を図ることをねらいとし，
「鎌倉幕府」（長崎県有明中学校）等，５事例ある。
d. 社会的事象の機能・構造理解：社会的事象・出来
事について の役割や働き，仕組みなどの機能・構造
に関する理解を図ることをねらいとし，「国際社会
の政治」（相模原市教育委員会）等，９事例ある。
３　思考判断を目標とした学習ソフトウェ アは次のよ
うに分けられる。
ａ.　社会的事象の比較・関連思考：社会的事象・出来
事について諸事象間の比較を行ったり，関連づけを
行ったりしながら関係的に思考，判断させることを
ねらいとし，「近畿地方」（茨城県桜中学校） 等，
８事例ある。
ｂ． 社会的事象の因果関係思考：社会的事象・出来事
－
についての原因と結果を把握し，その関係を他の諸
事象との関連から総合的に思考，判断させることを
ねらいとし，「東北地方の出かせぎ」（愛知県七宝中
学校）等，７事例ある。
４　資料活用を目標とした学習ソフトウェアは次のよ
うに分けられる。
ａ.　社会的事象の資料選択：社会的事象に関する資料
を目的に応じて，収集し選択することのみをねらい
とし，「参考文献（中国・四国地方）」（鹿児島吉田
南中学校）等， ５事例ある。
ｂ， 社会的事象の資料作成：社会的事象に関する資料
を目的に応じて，作成することをねらいとし，「三
次元立体地図グラフ」（三輪成人）等，３事例ある。
IV　 中学校社会科学習ソフトウェアの活用実践の分析
［ １ ］情報受容型の社会科学習ソフトウェア
情報受容型の学習ソフトウェアは， 「情報 の定着」
と「情報の理解」に分けることができる。前者は，情
報作成者の意図に即して学習したり，定着したりする
ことであり，ソフトウェアの形態としてはドリル型が
ある。後者は，情報作成者の意図に即して理解するご
とであり，「掲示型」，「模擬体験型」等， ４つの型
に分類できる。一方，社会科の学習目標からは，知識
理解型に該当する事例がほとんどである。
情報受容型の学習ソフトウェアの中で，『裁判 の仕
事』6）（相模原市教育委員会）が，情報作成者の意図
に即して，社会的事象の機能・構造を模擬体験をさせ
ながら理解させておりコンピュータらしい活用といえ
る。そのため，本ソフトウェアを典型事例,として取り
上げ，それらの特性と課題を考察する。
（１）「裁判の仕事」のソフトウェアの概要
本ソフトウェアは，友人に百万円を貸したのに，な
かなか返してもらえないという事件を取り上げ，もし，
あなただったらどうするかを考えさせるところから始
まる。その際の選択肢は４つあり， 裁判所 に訴える，
泣く泣くあきらめる，暴力に訴えて も金を返させる，
警察に訴えるである。それぞれの選択肢については分
岐していくようになっているが，作成者の意図するの
は，裁判所に訴える方法と警察に訴える方法の２つで
ある。それぞれ民事事件（民事裁判）と刑事事件（刑
事裁判）になり，異なる形式の事件になることがわか
るようになっている。民事事件では，調停委員での話
し合い，しかし，まとまらず裁判になっていく過程で
原告，被告，裁判官の役割が解説されている。 一方，
刑事事件では警察の行動，検察庁の起訴によって裁判
になっていくことがわかるようになっている。その過
程で検察官，被告人，弁護人，裁判官の役割等が理解
できるように解説されている。最後に，判決について
3｛ －
は学習者の判断にまかせられ，無罪，執行猶予付有罪
実刑の判決についての説明がまとめられている。
（２）「裁判の仕事」のソフトウェアの特性と課題
本ソフトウェアは，学習者が受け身の態度で情報を
受容し，情報作成者の意図に即して理解するようにコ
ースが構成されている。また，実際には体験する事が
難しい状況を設定し，その疑似環境の中で学習活動が
できるようになっている。ある事例を基に模擬体験を
通して，学習者が自分の意志で判断し，選択を決定す
ることによって意志決定能力の育成が図られるように
なっている。そして，裁判を模擬体験させることによ
り，裁判の仕組みや働きといった社会的事象 の機能・
構造の理解を図っている。このように本ソフトウェア
では，身近に起こりうる事件をもとに，学習者に模擬
体験をさせながら，意志決定を要求する場が設定して
あり，意志決定能力の育成が図られている。 また，基
本的な裁判の仕組みや働きを，単なる表面的な理解で
はなく，実感的に理解できるようにコースが構成され
ているところに特性が見られる。なお，判断が不服の
場合，上級裁判所に控訴できるようにコースを構成す
ると，上告や「裁判の三審制」といった裁判のしくみ
がより深く理解できると思われる。
［ ２］情報活用型の社会科学習ソフトウェア
情報活用型の学習ソフトウェアは，「情報の検索的
処理」と「情報･の作成的処理」に分けることができる。
前者は，蓄積されたデータベースから，必要な学習の
情報を検索するソフトウェアで収集事例の三分の一を
占め，「文字情報データベース型」と「静止画像併用
データベース型」がある。後者は，コンピュータの種
々の機能を使いながらグラフや教材等の作成のために
利用する型で，「統合的操作型」と「支援 的操作型」
に分けられる。一方，社会科の学習目標からは知識理
解，思考判断，資料活用に全て位置づけら｡れる。
これら情報活用型の学習ソフトウェアの中で，「近
畿地方」7）（茨城県桜中学校）が，学 習目標 の観点 か
らは，「思考判断」を意図しており，さらに資料活用を
重視するという教科の特性を生かした情報の検索的処
理をしている。そのため本ソフトウェアを典型事例と
して取り上げ，それらの特性と課題を考察する。
（１）「近畿地方」のソフトウェアの概要
まず，最初の画面で日本地図で近畿地方の場所を確
認させた後，近畿地方の地図を出し，特徴的な事象か
ら主な県名を答えさせている。次に，近畿地方の散歩
と称して，銀閣，東大寺，京都の市街地，京 の葵祭，
大阪の中之島，北山杉を説明と静止画像で描き出して
いる。 これら静止画像による近畿地方の散歩が終わっ
た後は， グループ学習へ入るが，その前にこれからの
近畿 地方
樋1固 トヴ の 六ヶ?厮磁堽刃　 八
誤答補助
資料 ザ
ピューター活用説 明 -
叫活 用補助
一
資 料１
コ ース選択（ メイ ンメニュー）
１，地形・気候 コース
２．中央低 地コース
３，北部山 地コース
４， 南部山 地コース
｜
｜
学習課題 学習課 題 学習課題 学 習課題
１
資 料 選 択
メ ニ ュ ー
１ ２ ３
４ ５ ６
７ ８ ９
１０ １１ １２
資料選択
メニ ュー
１　２　３
４　５　６
７　８　９
１０ ｎ １２
資 料選択
メニュー
１ ２ ３
４ ５ ６
７ ８ ９
１０ ｎ １２
資料 選択
メニュー
１ ２ ３
４ ５ ６　’
７ ８ ９
１０ １１ １２
｜
Ｓ
メ イ ンメ ニ ュ ー
Ｅ　Ｎ　Ｄ
学習の進め方についての画面が出てく る。　ここでは，
コンピュータ資料だけに限らず，他の資料も活用する
ようにとの指導がなされている。ここまでは全員が通
過するところであるが，この後は学習者の興味・関心
に応じて, (1) 地形・気候コースから, (4) 北部山地
コースまでの４つのコースに分かれることになる。 そ
れぞれのコースでは，まず知っていることをワークシ
ー 囗こ記入させ，その次に解決すべき課題が明示され
ている。学習者はそれらの課題を解決するために，次
の画面に出てくる１２の資料をもとに調べていくので
ある。ここにも静止画像が多く使われている。
（２）「近畿地方」のソフトウェアの特性と課題
本ソフトウェアは，学習者が自ら主体的に探求する
知的道具としてコンピュータが活用され，得られた情
報について自ら考え，判断，選択するようになってい
る。単に知識の伝達だけではなく，必要な情報を収集
・選択し，その背後にある事実や関係をとらえて判断
する能力 の育成を図るようになっている。また，学習
者一人一人の興味・関心の違いを生かした学習ができ
るように，学習者の個人差を生かして学習問題がつく
られている。コースウェアを見ていくと，特徴的なこ
とは何といっても静止画像の多用である。 スチールビ
デオ（静止画像）を使用することにより，統計資料だ
けでなく鮮明な写真資料を見せ，臨場感を与えている。
４つのコースに入力されている資料は，課題を解決す
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るために，学習者自身 が教師の提示した資料を単に見
で考えるだけではなく，自分の予想のもとに多くの資
料の中から自由に選択するようになっている。そして，
学習者は課題を解決するために，社会的情報に関する
必要な資料を比較したり，関連づけたりしながら，課
題を解決していくようになっている。また，コンピュ
ータ資料だけでなく，教科書や地図帳，その他の書籍
資料も十分活用するように助言したメッセージも画面
に入れてある。画面の構成にも，視覚に訴える画面を
できるだけ多 くしたり，文書資料でもポイントとなる
ところは配色を変化させる等の工夫を加えている。
このように，資料に静止画像を多用することにより
臨場感を与えていることと，学習者の興味・関心に応
じて４つのコースを作成し，さらに必要な情報を選択，
判断しながら検索する過程で情報活用能力の育成が図
られているところに本ソフトウェアの特性がみられる。
ただ，学習の課題が大きすぎたり，具体的でない課
題が見られる。例えば，「北部山地の地域や人々のよ
うすを調べよう。」は，地域や人々の何を調べるのか
がはっきりしない。具体的な課題を提示するか，調 べ
る観点を明示し，何を調べるのかはっきり示すことが
課題と･いえる。また,本ソフトウェアは静止画像（ＦＵ
ＪＩＸ-P4S ）を利用してい るが, 機種によっては静止画
像が出ないので，活用が制限されるなどの問題もある。
Ｖ　 情報化に対応する中学校社会科学習ソフトウェア
の効果的活用
社会科は教科の特性として諳資料を活用し，それを
学習活動に生 かしていくことが重要視されている。そ
のため，中学校社会科の学習ソフトウェアでは，コン
ピュータの情報検索機能を生かしたデータベース的活
用の実践事例が多くみられた。また，コンピュータの
種々の機能を使いながらデータベースやグラフ，表の
作成といった情報の作成的処理を行う事例も多くみら
れた。そこでは，作成した新たな資料をもとに学習が
展開されていた。これらの実践事例は，自ら学ぶ意欲
と社会の変化に対応できる能力を育成するという新し
い学力観に立ち，学習者がコンピュータを自ら主体的
に探求する知的道具として活用していた。 すなわち，
社会科の学習において，情報の検索的処理あるいは情
報の作成的処理などを通して，学習者が情報を主体的
に判断，選択，考察，作成，表現していく過程で情報
活用能力 の育成を図っていた。
一方，社会的事象の知識を習得あるいは定着させた
り，学習内容 の理解を援助するために，教師が学習指
導の道具としてコンピュータを利用している事例も多
い。これらはコースが作成者の方で，意図的にあらか
じめ設定されている学習ソフトウェアがほとんどであ
つた。理解のさせ方が，教師の意図とする通りの内容
や方法で行われ，学習者がコンピュータから教え込ま
れ，主体的な学習活動が制限されているなどの問題点
が指摘できる。しかし，「模擬体験型」は，実際には
体験する事が難しい状況を設定し，その疑似環境の中
で学習活動ができるので難しい概念や知識の理解が深
められ，多 くの教育的効果が期待できる。
このように，資料活用を重視する社会科の教科の特
性と，情報の主体的処理という観点から，「情報の検
索的処理」，「情報の作成的処理」の形態が，情報化
に対応する中学校社会科学習ソフトウェアとして，最
も望ましいと評価できる。また，知識理解を目標とす
るソフトウェアにおいては，「模擬体験型」は疑似環
境の中で学習内容の理解が容易に深められ，コンピュ
ータの機能を大いに活用している点で，情報ｲ匕に対応
する学習ソフトウェアとして活用の意義を評価できる。
Ⅵ　 おわりに
本論文は，既に開発されている中学校社会科学習ソ
フトウェアについて，今，学校教育に求められている
情報活用能力の観点をふまえたソフトウェアの基本的
形態と，社会科の教科としての特性を関連づけて解明
できるように，それらの規則性を体系づける理論的な
枠組みを提示した。また，各種型の事例を分析するこ
とによって情報化に対応する中学校社会科学習ソフト
ウェアの開発と活用について，理論的・実践的な示唆
が得られたl‰ 最近では文字情報だけでな く，動画，
音声といった複数 の特性を持つ統合的な情報のデータ
ベースも見られる。特に，バイパーメディアによる授
業は，視覚と聴覚に対して同時に情報を提供したり，
多様な種類の情報を一つのモニター上に並列提示する
ことができ，どこからでも情報にアクセスできる点で
学習者の自由な情報の検索学習にとても適している。
今後 は，このようなバイパーメディアなどを活用した
教育工学的な研究にも目を向けながら，同時に社会科
の教科教育的な側面からも検討し，学習者の思考力育
成が十分保障できるようなソフトウェアの開発をして
いくことが課題である。
（注）
工）文部省『情報教育に関する手引き』ぎょうせい
1991年　p.18
2 ）水越敏行編著『授業に活かす教育工学７　子ども
の情報能力を育てる』ぎょうせい1988 年pp.  67-69
田中氏は，①情報理解力，②情報選択力，③情報
批判力，④情報収集力，⑤情報処理力，⑥情報生成
力，⑦情報伝達力 の７つの段階に分類している。
３）教育開発研究所『教職研修総合特集　翫70　 情報
化教育読本』1990 年　pp.240-245
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八重柏新治氏は，情報を受け取る段階から，情報
を他に伝える段階までの６段階を，情報に関わる立
場もふまえて分類している。
４）学習形態の類型について は上記の１）， ２）， ３）
の他に次の文献を参考にした。
・赤堀侃司編「授業ソフトの分類と様式別ソフト利用
の考え方」『ＮＥＷ教育とマイコンJ No.53　学習研
究社　1990.9　pp.30-119
一山極隆「これからの情報教育とコンピュータの活用」
「教育工学実践研究J  Nal05　 ㈱才能開発教育研究
財団，教育工学研究協議会　1992 年　pp.  10-16
・大野木裕明，田中博之他著『教育の方法と技術を探
る』　 ナカニシヤ出版　1991 年　pp.  77-136
・芦葉浪久著『コンピュータ教育のススメ』アスキー
出版局　1991 年
・厠コンピュータ教育開発センター『コンピュータ
教育標準用語辞典』　 アスキー出版局　1989 年
５）学習目標の類型については次の文献を参考にした。
・文部省『中学校指導書　社会編』 大阪書籍1991 年
（資料）中学校社会科学習ソフ トウェアの基本的性格の類型と事 例数
・石山忠造著『社会科における思考過程の実践的指導』
図書文化　1983 年
・朝倉隆太郎「社会科の目標に迫る四つ の学習能力」
『社会科教育J  Notl54　明治図書　1976 年pp.5-10
・谷川彰英他「『思考する』技能を授業でどう育てる
か」『社会科教育J  Na357　 明治図書　1991 年
・大森照夫編『社会科基本用語辞典』明治図書1973
年　pp.  22-45
・大山治「問題解決学習の集団思考分析に基づく社会
科授業の改善 一愛教大教科教育センター所蔵『中学
校社会科歴史的分野の授業記録』を手がかりにしてー」
兵庫教育大学修士論文　1988 年３月
６）相模原市立鵜野森中学校，相模原市教育委員会
ソフトウェア「裁判の仕事」
７）茨木県つくば市立桜中学校『昭和63年度研究報告
第３報』1989,およびソフトウェア「近畿地方」 ・
８）詳しくは抽稿『情報化に対応する中学校社会科学
習ソフトウェア活用の実践とその改善』兵庫教育大
学院学校教育研究科修士論文　1993.3 を参照。
⊃
情　　報　　受　　容　　型 情　 報　 活　 用　　型
計
情報の定着 情 報 の 理 解 情 報 の 検 索 的 処 理 情報の作成的処理
即時定着
ドリル型
診断治療
ドリル型
提示型 解説型
解説・
検索型
模　擬
体験型
文　字　情　報
デ ータベース型
静　止　画　 像
併　　　　　 用
デ ータベース型
統合的
操作型
支援的
操作型
知
識
定
着
地理的社会事象 の
知　 識　 定　 着
６ ６
歴史的社 会事象の
知　 識　 定　 着
２ ６ ８
公民的社会 事象の
知　 識　 理　 解
５ ５
知
識
理
解
社 会 的 事 象 の
目　 的　 理　 解
２ ２
社 会 的 事 象 の
性　 格　 理　 解
３ ４ 3｀ ５ ３ ３ 21
社 会 的 事 象 の
過　 程　 理　 解
１ ３ １ ５
社 会 的 事 象 の
機 能 ・ 構 造 理 解
１ ６ ２ ９
思ｊ
社 会 的 事 象 の
比 較 ・ 関 連 思 考
６ ２ ８
社 会 的 事 象 の
因 果 関 係 思 考
３ ２ ２ ７
Ｍ
社 会 的 事 象 の
資　 料　 選　 択
５ ５
社 会 的 事 象 の
資　 料　 作　 成
３ ３
計 ２ 17 ３ 討1 ３ 10 16 ７ ７ ３ 79
.（注）収集事 例は７７であるが，複数 の形態・目 標を もつ ソフトウェアがあ るため， 合計は ７９とな る。
-34-
